
赤字：記入例

※（英文）と指定された項目以外は全て日本語で記入すること

⑧-研究科名：専攻名は不要。学籍上の所属（研究科等）を記入すること。
×研究所 ×センター

⑧-課程種別：・医学研究科（医学専攻、マギル大学ゲノム医学国際連携専
攻）／薬学研究科（薬学専攻）
⇒「博士課程（医・歯・薬・獣医学系4年制）」を選択。

・アジア・アフリカ地域研究研究科／総合生存学館
⇒「博士課程（5年一貫制）」を選択。

・上記以外の研究科
⇒「博士課程（3年制）」を選択。

京都大学（14301）
文学（0001）
博士課程（3年制）

1． 2017年3月 京都大学〇〇学部卒業
2． 2017年4月 京都大学大学院〇〇研究科 修士課程 入学
3． 2019年3月 京都大学大学院〇〇研究科 修士課程 修了
4． 2019年4月 京都大学大学院〇〇研究科 博士課程 進学

⑨学歴：西暦で記入すること。⑧大学院博士課程と相違ないようにすること。

⑩研究・職歴等：西暦で記入すること。特別研究員採用歴がある場合は、下記の例に
従って記入すること。

採用年度(2 桁)と受付番号を末尾に記入すること（例えば、
平成22 年度採用 受付番号 123 の場合、末尾に「22-123」と記入）
例1： 2009 年4 月～2010 年3 月 DC1 申請・採用 (21-123)

2010 年4 月～2012 年3 月 DC1 採用後PD に変更 (21-123)
例2： 2009 年4 月～2011 年3 月 DC2 内定後PD に変更 (21-4567)
例3： 2011 年4 月～2014 年3 月 PD 申請・採用 (23-123)
例4： 2011 年4 月～2012 年3 月 PD 内定後DC に変更 (23-4567)

2012 年4 月～2014 年3 月 DC2 採用後PD に変更(23-4567)

1．2019年4月～2022年3月 DC1申請・採用（受付番号）

⑬-部局種別：本ファイルの最終ページを参照すること。
⑬-職名：複数の身分を兼ねている場合は、原則として本務について記入すること。

京都大学（14301）
人文科学研究所（0245） 附置研等



⑭-氏名：FAMILY NAMEは全て大文字、First NameおよびMiddle Nameは最初の文字
のみ大文字で以降は小文字とすること。
ただし、Middle Nameについては、アルファベットのイニシャルと省略記
号「.」で表記すること。
例：Middle Nameが「Kyodai」なら、「K.」と表記。

KYOTO Hanako K.

赤字：記入例

⑯：複数回答可。

⑰：⑯で記入した全ての言語について記入すること。例えば、⑯において「英語、
フランス語」と記入した場合、⑰においても英語、フランス語どちらともにつ
いて記入すること。英語、フランス語

英語：・・・・・・・・・・・・・・・・。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

フランス語：・・・・・・・・・・・・・。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

該当なし

⑱：１か月以上海外で研究に従事した経験がある場合に記入（語学研修等研究以外
の海外滞在は含まない）。
３件以上ある場合は、渡航期間の長い主要なものを優先すること。
該当がない場合は、「該当なし」と記入すること。

※（英文）と指定された項目以外は全て日本語で記入すること



京大 太郎

【P.3～P.4まで共通】
◆原則日本語で記入すること
◆１０ポイント以上の文字で記入すること
◆枠の拡張又は縮小、記入しない項目の省略等、様式の加工・
変更、ページ数の変更は不可。
◆様式右下の「申請者氏名」の記入を忘れないこと

【P.3～P.4まで共通】
◆原則日本語で記入すること
◆１０ポイント以上の文字で記入すること
◆枠の拡張又は縮小、記入しない項目の省略等、様式の加工・
変更、ページ数の変更は不可。
◆様式右下の「申請者氏名」の記入を忘れないこと

(2)研究成果等：
・申請者の氏名にはアンダーラインを引くことを推奨
・作成要領P.8～9の①③④については査読の有無を記入すること
・③④については口頭／ポスターの別を記入すること
・③④については発表者名に〇印を付すことを推奨

京大 太郎

(2)外国で研究することの意義：
・派遣先機関（指導者）との受入準備状況について記入すること



※申請者へは評価書が提出されたことが通知されますが、
評価書の内容を確認することはできません。

※P.1⑬大学院博士後期課程における研究指導者の「部局種別」は
上記の表を参照してください。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

